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平成 31 年 2 月 16 日

第 59 号

◆
平
成
三
十
一
年
四
月

三
十
日
、
二
百
年
ぶ
り
に

天
皇
陛
下
が
退
位
さ
れ

【
平
成
】
の
元
号
が
替
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
【
平
成
】
と
は
、「
内

平
外
成
・
地
平
天
成
」
に

基
づ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
内う

ち

平た
い

ら
か
に
外そ

と

成な

る
」。
国
の
内
外
が
よ
く

治
ま
り
、
平
和
が
達
成
さ

れ
る
こ
と
。「
地ち

平た
い

ら
か
に
天て

ん

成な

る
」。
万
物
が
栄
え
世
の
中
が
平
穏

に
統
治
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た

は
天
災
等
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な

く
自
然
が
穏
や
か
な
こ
と
。
振
り

返
る
と
、
日
蓮
聖
人
在
世
の
こ
ろ

同
様
、
天
災
や
流
行
病
な
ど
の
災

害
が
続
き
、
争
い
や
外
か
ら
の
侵

略
を
受
け
、
国
が
滅
び
る
懸
念
を

懐
く
よ
う
な
時
代
で
あ
り
ま
す
。

元
号
の
起
源
か
ら
は
凡
そ
か
け
離

れ
た
三
十
年
間
だ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

◆
い
つ
の
世
も
良
き
日
々
を
送
れ

る
こ
と
を
願
い
、
新
た
な
元
号
を

定
め
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
お
経
中
に
「
諦
」
と
い
う
文
字

を
よ
く
目
に
い
た
し
ま
す
。「
諦

め
る
」。
願
が
叶
わ
ず
思
い
を
断

ち
切
る
の
意
と
し
て
よ
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。「
諦
観
」「
諦
聴
」（
つ

ま
び
ら
か
に
み
る
、
聞
く
）
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
「
つ
ま
び
ら
か
に

す
る
」「
明
ら
か
に
す
る
」
が
本

来
の
意
味
で
あ
り
、
真
理
・
道
理

を
意
味
し
ま
す
。
願
い
を
込
め
て

考
え
た
も
の
が
叶
わ
ず
と
も
、
諦

め
ず
諸
般
の
事
情
を
踏
ま
え
現
状

認
識
し
原
因
の
究
明
を
は
か
り
前

向
き
に
と
ら
え
て
い
く
。

◆
ま
さ
に
日
蓮
聖
人
の
思
い
「
正

法
（
法
華
経
）
を
立
て
て
国
を
安

ん
ず
る
」
こ
の
お
言
葉
を
実
践
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
元
号
が

い
か
な
る
言
葉
に
な
ろ
う
と
も
、

私
た
ち
全
て
の
人
々
が
法
華
経
に

帰
依
し
、
一
日
一
日
を
大
切
に
善

き
明
日
を
求
め
、
心
ひ
と
つ
に
安

穏
な
国
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
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現
在
、
一
人
語
り
「
日
蓮
さ

ま
の
お
心
に
聴
こ
う
」
と
題

し
、
嵐
圭
史
氏
に
よ
る
日
蓮
聖

人
御
遺
文
の
朗
読
劇
全
国
行
脚

が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合

会
に
お
け
る
「
日
蓮
聖
人
御
降

誕
八
〇
〇
年
」
の
記
念
事
業
の

一
つ
で
あ
り
、
平
成
二
十
九
年

十
一
月
二
十
八
日
の
お
披
露
目

公
演
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で

に
総
勢
約
二
千
五
百
人
も
の
僧

俗
へ
日
蓮
聖
人
の
み
心
を
伝
え

て
き
た
こ
と
に
な
る
。
ご
存
じ

の
方
も
あ
ろ
う
が
、
嵐
氏
と
日

「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業
」
活
動
報
告
３

嵐
圭
史
氏
に
よ
る
日
蓮
聖
人
御
遺
文
の
朗
読
劇
全
国
行
脚

　

一
人
語
り
「
日
蓮
さ
ま
の
お
心
に
聴
こ
う
」

蓮
聖
人
門
下
連
合
会
と
の
ご
縁

は
、「
日
蓮
聖
人
七
〇
〇
遠
忌
」

の
記
念
事
業
と
し
て
企
画
・
運

営
さ
れ
た
「
日
蓮
聖
人
劇
」
に

端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
日

蓮
聖
人
を
演
じ
た
嵐
氏
の
名
演

技
は
、
前
進
座
の
看
板
俳
優
と

し
て
の
名
を
よ
り
一
層
轟
か
せ

る
こ
と
と
な
り
、
四
十
年
程
経
っ

た
今
も
な
お
語
り
継
が
れ
て
い

る
。
喜
寿
を
迎
え
た
一
昨
年
四

月
を
転
機
と
し
て
前
進
座
を
離

座
し
た
嵐
氏
は
、
朗
読
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

嵐
家
は
代
々
に
亘
り
日
蓮
聖
人

門
下
連
合
会
所
属
の
宗

派
に
帰
依
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ご

自
分
の
役
者
人
生
の
集

大
成
と
し
た
い
、
日
蓮

聖
人
の
魂
に
成
り
代

わ
っ
て
そ
の
広
大
無
辺

な
み
心
を
一
人
で
も
多

く
の
方
々
へ
お
届
け
し

た
い
と
い
う
本
人
た
っ

て
の
ご
意
向
も
あ
っ

て
、
日
蓮
聖
人
御
遺
文

の
朗
読
全
国
行
脚
に
ご

快
諾
頂
く
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
嵐
氏
の

一
人
語
り
の
構
成
内
容

は
、
大
き
く
六
つ
の

パ
ー
ト
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
、
今
回
の
特
集
で

は
そ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

一
︑
プ
ロ
ロ
ー
グ
・
立
教
開
宗

　

日
蓮
聖
人
三
十
二
歳
の
時
に

清
澄
山
旭
が
森
に
て
高
ら
か
に

御
題
目
を
初
唱
し
た
場
面
が
再

現
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
に

成
り
代
わ
っ
た
か
の
よ
う
な
迫

力
あ
る
嵐
氏
の
御
題
目
に
誰
も

が
心
を
奪
わ
れ
る
一
シ
ー
ン
で

あ
る
。

二
︑
旃
陀
羅
が
子

　

日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
の
中
に

数
多
く
見
ら
れ
る
「
旃
陀
羅
が

子
」
と
の
記
述
。
そ
の
記
述
の

一
つ
ひ
と
つ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
、
そ
の
御
遺
文
が
記
さ
れ

た
当
時
の
背
景
を
説
明
し
な
が

ら
、「
旃
陀
羅
が
子
」
と
い
う
自

覚
の
元
、
民
衆
と
同
じ
目
線
を

持
っ
た
日
蓮
聖
人
の
み
心
を
分

か
り
や
す
く
語
っ
て
い
る
。
ま

た
、
御
年
十
二
歳
に
て
仏
道
を

志
す
為
清
澄
山
に
登
っ
た
善
日

麿
と
母
梅
菊
と
の
別
れ
や
浄
土

を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
四

条
金
吾
と
の
問
答
の
場
面
等
、

拝
聴
者
を
魅
了
す
る
場
面
が
盛

り
沢
山
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

余
談
と
な
る
が
、
先
日
福
岡
県

本
顕
寺
で
開
催
の
「
お
題
目
の

集
い
」
で
公
演
さ
れ
た
一
人
語

り
を
拝
聴
す
る
機
会
を
頂
い
た

筆
者
で
あ
っ
た
が
、
母
梅
菊
と

善
日
麿
と
の
別
れ
の
シ
ー
ン
に

は
、
拝
聴
者
の
方
々
と
と
も
に
、

た
だ
た
だ
涙
ひ
ま
な
し
で
あ
っ

た
。

三
︑
立
正
安
国
論

　

言
う
ま
で
も
な
く
日
蓮
聖
人

を
語
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の
が

『
立
正
安
国
論
』
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
、「
嵐
氏
の
一
人
語
り
」
は

立
正
大
学
名
誉
教
授
渡
邊
寶
陽

先
生
に
監
修
を
頂
い
て
お
り
、

嵐
氏
ご
自
身
も
そ
の
内
容
を
熟

知
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の

一
人
語
り
で
は
、「
そ
の
文
体
と

声
に
聴
く
響
き
の
素
晴
ら
し
さ
」

を
味
わ
う
こ
と
の
出
来
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
幾
度
と
な
く

読
み
込
ま
れ
て
熟
練
さ
れ
た
嵐

氏
の
発
す
る『
立
正
安
国
論
』は
、

聴
く
者
の
耳
に
情
熱
的
に
語
り

か
け
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

四
︑
御
遺
文

　

一
般
未
信
徒
が
聴
い
て
も
十

分
に
理
解
の
出
来
る
、
特
に
日

蓮
聖
人
の
温
か
く
優
し
さ
に
あ

ふ
れ
た
御
遺
文
を
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
蓮
聖
人
の
書
か

れ
た
古
文
の
力
強
さ
や
品
格
も

存
分
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、
嵐

氏
の
魂
が
こ
も
っ
た
御
遺
文
を

聴
け
ば
忽
ち
に
情
愛
あ
ふ
れ
る

日
蓮
聖
人
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ

こ
と
で
あ
ろ
う
。

五
︑
身
延
山

　

晩
年
の
九
箇
年
間
を
過
ご
さ

れ
た
身
延
山
に
て
書
か
れ
た
御

遺
文
の
紹
介
。
日
蓮
聖
人
の
砕

け
た
一
面
を
垣
間
見
る
こ

と
の
出
来
る
『
忘
持
経
事
』

や
寒
さ
厳
し
く
食
糧
事
情

も
ま
ま
な
ら
な
い
生
活
を

リ
ア
ル
に
伝
え
る
『
上
野

殿
御
返
事
』
等
を
懇
切
丁

寧
に
説
明
。
ま
た
、
大
自

然
に
囲
ま
れ
た
身
延
山
を

見
事
に
描
写
さ
れ
た
御
遺

文
の
一
説
も
紹
介
。

六
︑
ご
入
滅

　

療
養
の
為
常
陸
の
湯
へ

向
か
う
途
中
に
立
ち
寄

ら
れ
た
池
上
で
の
御
入

滅
シ
ー
ン
。
六
老
僧
の
任
命
や

経
一
麿
へ
の
帝
都
弘
通
の
委
嘱

の
場
面
が
再
現
さ
れ
、
最
後
は

波
木
井
殿
御
書
の
有
名
な
一
説

で
締
め
く
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
御
生
涯
が
凝
縮
さ

れ
た
朗
読
と
な
っ
て
お
り
、
拝

聴
者
の
涙
腺
が
緩
む
シ
ー
ン
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
嵐
氏
の
一
人
語

り
は
、
六
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
成
っ

て
お
り
、
各
パ
ー
ト
の
ど
れ
を

取
っ
て
も
、
拝
聴
者
の
心
に
響

く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
普
段

か
ら
知
っ
て
い
る
日
蓮
聖
人
の

お
言
葉
を
、
嵐
氏
が
よ
り
分
か

り
や
す
く
体
現
し
て
く
れ
た
」

「
歴
史
上
で
の
日
蓮
と
い
う
名
前

し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
情
愛

深
い
お
人
柄
に
涙
し
ま
し
た
。

今
に
し
て
こ
の
よ
う
な
お
方
が

い
ら
し
た
ら
…
…
」
と
は
、
檀

信
徒
は
じ
め
一
般
参
加
者
の
率

直
な
声
で
あ
る
。

　

嵐
氏
に
お
か
れ
て
は
、
現
在

で
も
な
お
、
よ
り
良
き
も
の
へ

と
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
有
り
難

い
こ
と
に
、
寺
院
や
会
場
の

都
合
に
も
ご
配
慮
頂
い
て
お

り
、
前
も
っ
て
公
演
時
間
を
お

伝
え
す
れ
ば
、
最
短
三
十
分
か

ら
一
時
間
半
ま
で
伸
縮
自
在
の

一
人
語
り
を
ご
提
供
出
来
る
の

も
、
好
評
を
頂
い
て
い
る
要
因

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
本
年
に
お

い
て
も
門
連
内
各
派
の
御
寺
院

や
教
師
大
会
、
檀
信
徒
研
修
会

等
に
お
い
て
公
演
依
頼
を
多
数

頂
い
て
お
り
、
日
蓮
聖
人
御
降

誕
八
百
年
の
御
正
当
に
向
け
て
、

絶
賛
公
演
中
で
あ
る
。
日
本
全

国
津
々
浦
々
、
た
と
え
少
人
数

に
向
け
た
公
演
で
あ
っ
て
も
、

「
日
蓮
聖
人
の
み
心
を
お
伝
え
し

た
い
」
と
、
嵐
氏
の
意
気
込
み

は
愈
々
鋭
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
て

い
る
。

　

こ
の
嵐
氏
に
よ
る
一
人
語
り

は
今
に
蘇
る
日
蓮
聖
人
の
み
心

に
触
れ
る
こ
と
の
出
来
る
千
載

一
遇
の
機
会
と
な
ろ
う
。
日
蓮

聖
人
門
下
連
合
会
一
同
、
ひ
と

つ
心
に
し
て
こ
の
一
人
語
り
を

応
援
し
さ
ら
に
盛
り
立
て
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
文
責  

門
連
幹
事  

小
泉
顕
應
）
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法
華
経
漢
訳
の
聖
地
「
草
堂
寺
」
を

日
蓮
門
下
の
「
祖
庭
」
と
し
て

顕
彰
し
ま
し
ょ
う

　

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
が
草
堂
寺

の
参
拝
を
共
同
事
業
と
し
て
確
定

し
、
二
〇
一
九
年
六
月
十
一
日
に
門

下
十
宗
派
の
代
表
者
が
草
堂
寺
に
集

い
、
法
味
を
言
上
し
て
鳩
摩
羅
什
三

藏
法
師
の
法
華
経
漢
訳
の
功
績
を
讃

え
、
恩
徳
を
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
は
法

華
経
信
奉
者
の
一
人
と
し
て
大
変

あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
『
曽
谷
入
道
許
御
書
』
の
中
で
「
大

師
須
利
耶
蘇
摩
、
左
の
手
に
法
華
経

を
持
し
、
右
の
手
に
鳩
摩
羅
什
の
頂

き
を
摩
で
て
授
与
し
て
云
わ
く
、
此

の
記
文
を
拝
見
し
て
両
眼
滝
の
如

く
、
一
身
悦
び
を
遍
く
す
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
日
蓮
大
聖
人
も
お
慶
び
に

な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

草
堂
寺
は
今
、
中
国
仏
教
界
か
ら

日
蓮
宗
の
祖
庭
（
日
本
で
は
祖
山
）

と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
草

堂
寺
は
長
安
の
南
、
終
南
山
の
北
麓

に
あ
り
、長
安
大
寺
と
通
称
さ
れ
た
、

訳
経
場
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
こ
に
舎

利
塔
が
建
立
さ
れ
、
師
の
骨
灰
が
奉

安
さ
れ
た
、
ま
さ
に
法
華
経
の
聖
地

で
あ
り
ま
す
。

　

日
蓮
宗
で
は
、
文
化
大
革
命
に
よ

り
伽
藍
の
殆
ど
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

草
堂
寺
の
存
在
を
、
一
九
八
〇
年
に

派
遣
し
た
第
一
次
訪
中
団
が
探
索
、

確
認
し
て
、
鳩
摩
羅
什
三
藏
法
師
の

顕
彰
を
志
し
、
有
志
が
相
集
い
、
鳩

摩
羅
什
三
藏
法
師
遺
跡
顕
彰
会
を
組

織
し
て
、
草
堂
寺
の
復
興
を
支
援
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

一
九
八
二
年
に
鳩
摩
羅
什
三
藏
法

師
の
尊
像
を
刻
彫
し
、
一
九
九
二
年

四
月
十
三
日
に
は
鳩
摩
羅
什
三
藏
法

師
記
念
堂
を
建
築
し
て
尊
像
を
奉
安

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
後
、
蔵
経
楼
の
建
立
を
目

指
し
て
資
金
造
成
に
当
た
り
、
法

華
経
二
十
八
品
の
経
石
碑
を
造
立

し
、
二
十
年
余
の
歳
月
を
経
て
蔵

経
楼
を
建
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
〇
一
五
年
九
月
十
日
に
落
慶
法
要

を
奉
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

草
堂
寺
が
日
蓮
宗
の
祖
庭
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
日
蓮
聖
人
門
下
各
派

の
祖
庭
と
し
て
多
く
の
参
拝
者
が
訪

れ
、
中
国
に
お
け
る
草
堂
寺
の
評
価

が
高
ま
り
、
法
華
経
講
讃
の
気
運
が

高
ま
り
ま
す
こ
と
を
強
く
望
ん
で
お

り
ま
す
。

持
田
日
勇

「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業
」
活
動
報
告
４

～
中
国
西
安
草
堂
寺
結
集　

開
催
決
定
～

●
開
催
に
向
け
た
決
定
事
項

　

平
成
三
十
三
年
二
月
十
六
日
に

お
迎
え
す
る
「
日
蓮
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
」
記
念
慶
讃
事
業
の
一
つ

で
あ
る
「
草
堂
寺
結け

つ

集じ
ゅ
う」
に
つ
い
て
、

昨
年
六
月
実
施
の
団
参
下
見
報
告
を

前
号
で
ご
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
団
参
開
催
に
向
け
て
実

行
委
員
を
中
心
に
準
備
を
進
め
、
本

年
一
月
二
十
五
日
開
催
の
常
任
理
事

会
で
団
参
・
法
要
の
正
式
名
称
や
募

集
方
法
等
の
最
終
決
定
が
な
さ
れ

た
。
主
な
決
定
事
項
は
左
記
の
通
り

で
あ
る
。
な
お
、
団
参
日
程
は
下
表

を
ご
参
照
頂
き
、
詳
細
は
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
て
ご
確
認
頂
き
た
い
。

（
※
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
関
す
る

お
問
合
せ
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
担
当
者
、
門
連

事
務
局
、
ま
た
は
各
宗
本
部
ま
で
）

【
団
参
期
間
】
平
成
三
十
一
年
六
月

十
日
（
月
）
～
十
四
日
（
金
）

【
法
要
日
時
】
平
成
三
十
一
年
六
月

十
一
日
（
火
）
十
時
半　

※
当
日
の

昼
食
・
夕
食
懇
親
会
参
加
を
含
む
。

【
団
参
名
称
】
日
蓮
聖
人
門
下
連
合

会
主
催　

西
安 

草
堂
寺
結
集

【
法
要
名
称
】
日
蓮
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
慶
讃
記
念　

鳩
摩
羅
什
三

蔵
法
師 

報
恩
大
法
要

【
出
発
地
（
二
ヶ
所
）】
東
京
発
（
成

田
空
港
発
／
羽
田
空
港
着
）、
関
西

発
（
関
西
空
港
発
着
）

【 成田発・羽田着 5 日間 】 
 

日次 月日(曜) 地     名 現地時間 交通機関 行       程 食 事 

１ 
6月10日 

(月) 

東 京 ( 成 田 ) 

 

東 京 （ 成 田 ） 発 

上 海 （ 浦 東 ） 着 

上 海 （ 浦 東 ） 発 

西 安 着 

 

 

 

 

0 8 : 5 5 

 

1 0 : 5 5 

1 3 : 5 0 

1 7 : 1 5 

2 0 : 0 0 

 

2 1 : 3 0 

 

 

 

 

M U 2 7 2 

 

M U 2 1 6 2 

専 用 車 

 

 

 

 

成田空港集合 

 

空路、上海経由で西安へ（乗継１回） 

 

 

着後、ホテルへ 

 

夕食：市内レストランまたは軽食ご用意 

 

＜西安泊＞ 

機内1回 
 
夕：○ 

２ 
6月11日 

(火) 

西 安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 8 : 0 0 

 

0 9 : 0 0 

1 0 : 3 0 

 

1 2 : 3 0 

 

1 5 : 3 0 

 

1 9 : 0 0 

 

 

専 用 車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル発 

 

草堂寺 

法要 

 

昼食：精進料理による草堂寺との懇親昼食会 

 

西安観光『秦始皇帝陵博物院』 

 

夕食：記念晩餐会(ホテル内宴会場) 

 

＜西安泊＞ 

朝： ○ 
昼： ○ 
夕： ○ 

３ 
6月12日 

(水) 

西 安 

 

 

 

 

西 安 発 

上 海 ( 浦 東 ) 着 

 

 

 

0 8 : 0 0 

0 8 : 3 0 

 

1 1 : 0 0 

 

1 3 : 3 0 

1 5 : 4 5 

 

 

 

専 用 車 

 

 

 

 

M U 2 9 1 

 

 

 

 

ホテル発 

西安観光『大雁塔』 

 

空港着 

昼食：『エアポートホテル西安』 

空路、上海へ 

着後、ホテルへ 

 

自由夕食またはオプショナルツアー 

＜上海泊＞ 

朝： ○ 

昼： ○ 

夕： ― 

４ 
6月13日 

(木) 

上 海 

 

 

 

 

 

 

0 9 : 3 0 

 

1 7 : 3 0 

1 8 : 0 0 

 

2 0 : 0 0 

 

専 用 車 

 

 

 

 

 

 

終日自由またはオプショナルツアー 

 

ホテル発 

夕食：夕食会 

 

ホテル着 

＜上海泊＞ 

朝： ○ 
昼： ― 
夕： ○ 

５ 
6月14日 

(金) 

上 海 

 

 

上 海 （ 浦 東 ） 発 

東 京 （ 羽 田 ） 着 

1 0 : 3 0 

 

1 1 : 3 0 

1 3 : 0 0 

1 6 : 5 0 

 

 

 

M U 5 3 9 

 

チェックアウト後、空港へ 

 

空港着 

空路、羽田へ 

通関後、解散 

朝： ○ 
 
機内1回 

 

　

以
上
が
主
な
決
定
事
項
で
あ
る

が
、
法
要
に
関
す
る
役
配
や
衣
帯
等

に
つ
い
て
は
、
募
集
締
切
後
に
別
途

参
加
者
へ
ご
連
絡
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
七
日
開

催
の
京
都
理
事
会
で
本
企
画
が
提
案

さ
れ
て
以
来
、
約
三
年
の
準
備
期
間

を
経
て
、
今
回
の
開
催
を
迎
え
る
に

至
っ
た
。
鳩
摩
羅
什
三
蔵
が
『
妙
法

蓮
華
経
』
を
漢
訳
し
、
現
在
は
師
の

墓
碑
が
あ
る
草
堂
寺
。
日
蓮
聖
人
へ

の
報
恩
事
業
と
し
て
、
宗
祖
が
羅
什

訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
か
ら
お
導
き
に

な
っ
た
法
華
経
の
精
神
と
御
題
目
を

携
え
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
と
共

に
鳩
摩
羅
什
三
蔵
な
ら
び
に
日
蓮
聖

人
に
報
恩
の
誠
を
捧
げ
る
法
要
を
奉

行
で
き
る
こ
と
を
主
催
者
一
同
、
心

よ
り
願
っ
て
い
る
。

●
鳩
摩
羅
什
に
つ
い
て

　

鳩
摩
羅
什
は
、
イ
ン
ド
人
の
父
と

亀き

茲じ

国
王
の
妹
を
母
と
し
て
七
歳
で

出
家
。
九
歳
の
と
き
罽け

い

賓ひ
ん

で
槃ば
ん

頭ず

達た
っ

多た

に
小
乗
を
学
び
、
莎さ

車し
ゃ

で
須す

利り

耶や

蘇そ

摩ま

か
ら
大
乗
を
学
ん
で
仏
教
経
典

に
通
じ
、
そ
の
名
声
は
広
く
漢
土
に

及
ん
だ
。
そ
の
後
、
涼
州
に
て
十
七

年
間
幽
閉
さ
れ
、
そ
の
間
に
漢
語
に

精
通
。
四
〇
一
年
、
後
秦
の
王
で
あ

る
姚よ

う

興こ
う

は
鳩
摩
羅
什
を
国
師
と
し
て

【 関西発 5 日間 】 
 

日次 月日(曜) 地     名 現地時間 交通機関 行       程 食 事 

１ 
6月10日 

(月) 

大 阪 ( 関 西 ) 

 

大 阪 （ 関 西 ） 発 

青 島 着 

青 島 発 

西 安 着 

 

 

 

 

0 7 : 4 0 

 

1 0 : 0 0 

1 2 : 2 5 

1 3 : 3 0 

1 5 : 0 0 

 

1 8 : 3 0 

 

 

 

 

M U 2 0 6 0 

 

M U 2 0 6 0 

専 用 車 

 

 

 

 

関西空港集合 

 

空路、青島経由で西安へ（乗継１回） 

 

 

着後、ホテルへ 

 

夕食：市内レストラン 

 

＜西安泊＞ 

機内1回 
 
夕：○ 

２ 
6月11日 

(火) 

西 安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 8 : 0 0 

 

0 9 : 0 0 

1 0 : 3 0 

 

1 2 : 3 0 

 

1 5 : 3 0 

 

1 9 : 0 0 

 

 

専 用 車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル発 

 

草堂寺 

法要 

 

昼食：精進料理による草堂寺との懇親昼食会 

 

西安観光『秦始皇帝陵博物院』 

 

夕食：記念晩餐会(ホテル内宴会場) 

 

＜西安泊＞ 

朝： ○ 
昼： ○ 
夕： ○ 

３ 
6月12日 

(水) 

西 安 

 

 

 

 

 

上 海 

 

 

 

0 8 : 0 0 

0 8 : 3 0 

 

1 1 : 0 0 

 

1 3 : 3 0 

1 5 : 4 5 

 

 

 

専 用 車 

 

 

 

 

M U 2 9 1 

 

 

 

 

ホテル発 

西安観光『大雁塔』 

 

空港着 

昼食：『エアポートホテル西安』 

空路、上海へ 

着後、ホテルへ 

 

自由夕食またはオプショナルツアー 

＜上海泊＞ 

朝： ○ 

昼： 〇 

夕： ― 

４ 
6月13日 

(木) 

上 海 

 

 

 

 

 

 

0 9 : 3 0 

 

1 7 : 3 0 

1 8 : 0 0 

 

2 0 : 0 0 

 

 

 

専 用 車 

 

 

 

 

終日自由行動またはオプショナルツアー 

 

ホテル発 

夕食：夕食会 

 

ホテル着 

＜上海泊＞ 

朝： ○ 
昼： ― 
夕： ○ 

５ 
6月14日 

(金) 

上 海 

 

 

上 海 （ 浦 東 ） 発 

大 阪 （ 関 西 ） 着 

0 8 : 5 0 

 

1 2 : 2 5 

1 4 : 5 5 

1 8 : 3 0 

専 用 車 

 

 

M U 9 8 2 1 

 

チェックアウト後、空港へ 

 

空港着 

空路、関西へ 

通関後、解散 

朝： ○ 
 
機内1回 

※日程は、航空機発着時間の改訂や現地状況により変更する場合があります。 

は
多
く
の
僧
が
中
国

全
土
か
ら
集
ま
り
、

『
妙
法
蓮
華
経
』
翻

訳
に
は
二
千
人
の
僧

が
参
画
し
た
と
言
わ

れ
る
。
四
一
三
年
四

月
十
三
日
、
長
安
大

寺
に
て
七
十
歳
で
遷

化
。

　

史
書
に
よ
る
と
、

あ
る
日
病
気
に
か

か
っ
た
鳩
摩
羅
什
は

「
私
は
凡
夫
の
身
で

多
く
の
経
論
を
翻
訳

す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
若
し
私
の
翻
訳

に
謬あ

や
ま
り
が
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、
身
を
焼

い
た
後
に
も
舌
は
焼

け
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
言
っ
た
と
い
う
。

遷
化
後
、
逍
遙
園
で

荼
毘
に
付
さ
れ
た
と

こ
ろ
、
た
だ
舌
の
み

灰
に
な
ら
な
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
、
舌
不

燃
の
こ
と
は
日
蓮
聖

人
も
御
遺
文
で
触
れ

て
い
る
。

●
草
堂
寺
に
つ
い
て

　

中
国
陝せ

ん

西せ
い

省
の
省

都
で
あ
る
西
安
は
、

か
つ
て
長
安
と
呼
ば

れ
た
中
国
の
古
都
。
そ
の
西
安
市
内

か
ら
五
〇
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
戸
県
秦

鎮
草
堂
営
村
に
草
堂
寺
は
あ
る
。
鳩

摩
羅
什
が
仏
教
経
典
を
漢
訳
し
た
場

所
で
あ
り
、
訳
経
場
が
粗
末
な
草
葺

き
の
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
草

堂
寺
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

草
堂
寺
は
か
つ
て
長
安
大
寺
と
も

呼
ば
れ
、
鳩
摩
羅
什
が
約
三
千
人
の

弟
子
の
僧
侶
と
と
も
に
、
七
四
部

三
八
四
巻
（
諸
説
あ
り
）
の
仏
典

を
翻
訳
し
た
場
所
。
現
在
、
広
い
境

内
に
は
鳩
摩
羅
什
の
墓
所
、
大だ

い

雄ゆ
う

宝ほ
う

殿で
ん

、
鳩
摩
羅
什
三
蔵
記
念
堂
、
蔵ぞ
う

経き
ょ
う

楼ろ
う

な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

●
お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み

（
株
）
Ｊ
Ｔ
Ｂ
虎
ノ
門
第
五
事
業
部

　

担
当
者
：
笠
原
・
島
崎
・
小
林

（
℡ 

〇
三-

六
七
三
七-

九
三
四
二
）

　

な
お
、
法
要
当
日
の
み
の
個
人
参

加
や
別
途
団
参
で
の
参
加
も
可
。（
法

要
・
懇
親
会
参
加
を
含
む
。
別
途
、

現
地
参
加
費
あ
り
）

中国草堂寺  蔵経楼
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺 

総
務

日
蓮
宗
本
山
藻
原
寺 

貫
首

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会 

相
談
役

中国草堂寺  鳩摩羅什舎利塔

迎
え
、
西
明
閣
と
逍

遥
園
を
開
放
し
、
こ

こ
で
王
命
に
よ
り
衆

経
を
訳
出
し
た
。

　

ま
た
、
王
は
鳩
摩

羅
什
の
た
め
に
長

安
大
寺
を
造
建
し
、

数
々
の
仏
典
講
説
も

な
さ
れ
た
。
鳩
摩
羅

什
を
慕
い
、
長
安
に



（3）　平成 31 年 2 月 16 日 第 59 号日 聖人門連だより

日

宗
宗
務
院

管　
　
　

長　

菅 

野 

日 

彰

宗 
務 
総 

長　

中 

川 

法 

政

伝 

道 
局 
長　

塩 

田 

義 

徹

総 

務 

局 

長　

松 
永 

慈 

弘

伝 

道 

部 

長　

松 
井 
大 

英

教 

務 

部 

長　

北 
山 
孝 
治

総 

務 

部 

長　

田 

中 
恵 
紳

財 

務 

部 

長　

木 

村 

吉 

孝

宗
務
総
長
室
長　

木 

内 

隆 

志

現
代
宗
教
研
究
所
長　

三 

原 

正 

資

日
宗
新
聞
社
社
長　

渡 　

 

義 

生

参　
　
　

与　

山 

口 

裕 

光

参　
　
　

与　

吉 

田 

顕 

綱

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
三
二
―
一
五

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

https://w
w

w
.nichiren.or.jp

〒
146
｜

8544

法
華
宗（
本
門
流
）宗
務
院

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
―
一
九
―
一

電　

話　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
六

http://w
w

w
.hokkeshu.or.jp

〒
103
｜

0013

管　
　
　

長　

佐 

藤 

日 

賢

宗 

務 

総 

長　

二 

瓶 

海 

照

総 

務 

部 

長　

三 

吉 

廣 

明

教 

学 

部 

長　

清 

水 

常 

光

布 

教 

部 

長　

吉 

崎 

長 

生

財 

務 

部 

長　

久 

野 

晃 

秀

企 

画 

部 

長　

平 

田 

義 

生

顕
本
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

管　
　
　

長　

山 

本 

日 

惠

宗 

務 

総 

長　

河 

野 

時 

巧

宗 

務 

次 

長　

吉 

永 

義 

康

教 

務 

部 

長　

小 

松 

正 

学

財 

務 

部 

長　

吉 

田 

諦 

規

庶 

務 

部 

長　

湯 

原 

正 

純

社 

会 

部 

長　

齊 

藤 

成 

貴

布 

教 

部 

長　

朝 

倉 

俊 

泰

法
華
宗（
陣
門
流
）宗
務
院

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
―
三
五
―
六

電　

話　

〇
三
（
三
九
一
八
）
七
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
五
七
六
）
〇
一
二
一

〒
170
｜

0002

管　
　
　

長　

門 

谷 

日 

悠

宗 

務 

総 

長　

西 

山 

英 

仁

総 

務 

部 

長　

牧 

野 

秀 

成

教 

学 

部 

長　

布 

施 

義 

高

財 

務 

部 

長　

金 

原 

孝 

宜

教 

化 

部 

長　

松 

𠮷 

慶 

憲

企 

画 

部 

長　

今 

井 

満 

良

本
門
佛
立
宗 

宗
務
本
庁

京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇
番
地

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九

〒
602
｜

8377

宗 

務 

総 

長　

小 

西 

日 

演

宗
務
副
総
長　

西 

村 

日 

要

　
　
　
　
　
　

谷 　

 

信 

一

教 

育 

局 

長　

髙 

須 

日 

因

弘 

通 

局 

長　

吉 

田 

日 

景

総 

務 

局 

長　

小
野
山 

日 

将 

広 

報 

局 

長　

柏 　

 

日 

胤

財 

務 

局 

長　

小 

林 

利 

之

奉 

賛 

局 

長　

松 

本 

日 

就

日

本
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

〒
606
｜

8362

管　
　
　

長　

丹 

治 

日 

遠

　
　
　
　
　
　

田 

中 

英 

潤

法
華
宗（
真
門
流
）宗
務
庁

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

管　
　
　

長　

上 

田 

日 

献

宗 

務 

総 

長　

堀　

  

智 

泰

総 

務 

部 

長　

堀 

内 

浩 

善

教 

学 

部 

長　

峰 

尾 

泉 

栄

教 

化 

部 

長　

木 

田 

慧 

明

社 

会 

部 

長　

坂 

本 

法 

保

財 

務 

部 

長　

寺 

田 

良 

正

参　
　
　

与　

木 

村 

完 

祥

本
門
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
大
宮
東
入 

大
本
山
妙
寺
内

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

管　
　
　

長　

別 

所 

日 

山

宗 

務 

総 

長　

香 

川 

日 

憲

総 

務 

部 

長　

増 

田 

隆 

雄

宗 

務 

部 

長　

吉 

村 

日 

彦

財 

務 

部 

長　

髙 

邉 

晶 

啓

教 

務 

部 

長　

山 

下 

揮 

正

庶 

務 

部 

長　

松 

本 

真 

隆

宗
教
法
人　

国 

柱 

会

東
京
都
江
戸
川
区
一
之
江
六
―
一
九
―
一
八

電　

話　

〇
三
（
三
六
五
六
）
七
一
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
六
五
六
）
九
九
八
〇

http://w
w

w
.kokuchukai.or.jp

〒
132
｜

0024

賽　
　
　

主　

田 

中 

壮 

谷

　
　
　
　
　
　

原 

田 

義 

彦

門
連
常
任
理
事　

森 

山 

真 

治

門 

連 

理 

事　

藤 

本 

坦 

孝

　
　
　
　
　
　

的 

場 

春 

奈

理　

事　

長

門 

連 

理 

事

「
門
連
だ
よ
り
」

編 

集 

委 

員

京
都
日

聖
人
門
下
連
合
会

京
門
連
事
務
局

京
都
市
左
京
区
二
条
通
川
端
東
入
大
菊
町
九
六

頂
妙
寺
布
教
会
館
内
日
蓮
宗
京
都
府
第
一
部
宗
務
所
内

電　

話　

〇
七
五
（
七
六
二
）
二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
五
二
）
九
三
三
八

〒
606
｜

8376

会　
　
　

長　

伊 

丹 

日 

章

副　

会　

長　

上 

田 

日 

献

理　

事　

長　

橋 

本 

一 

妙

副 

理 

事 

長　

永 

岡 

悠 

希

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽

　
　
　
　

東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
八
―
七

電　

話　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
七

〒
150
｜

0045
首　
　
　

座　

吉 

田 

行 

典

責 

任 

役 

員　

酒 

迎 

天 

信

　
　

同　
　
　

今 

井 

行 

康

　
　

同　
　
　

池 

田 

行 

朗

　
　

同　
　
　

二 

宮 

和 

嘉

　
　

同　
　
　

木 

津 

博 

充

　
　

同　
　
　

川 

岸 

行 

孝

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
事
務
局

大
阪
日

聖
人
門
下
懇
話
会

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
八
―
一
―
四
一

妙
光
寺
内

電　

話　

〇
六
（
六
七
六
一
）
一
九
〇
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
（
六
七
六
一
）
一
九
〇
九

〒
542
｜

0012

宗 

務 

総 

長

総 

務 

部 

長

宗
務
副
総
長

セ
ン
タ
ー
特
別
局
長

理　

事　

長　

佐 

野 

貫 

順

副 

理 

事 

長　

末 

澤 

禎 

隆

顧　
　
　

問　

奥 

邨 

正 

寬

顧　
　
　

問　

木 

下 

恵 

温
顧　
　
　

問　

藤 

村 

恵 

容

顧　
　
　

問　

門 

谷 

光 

瑞

顧　
　
　

問　

中 

村 

日 

游

顧　
　
　

問　

東 　

 

孝 

信

顧　
　
　

問　

佐 

藤 

哲 

夫



第 59 号 日 聖人門連だより 平成 31 年 2 月 16 日　（4）

日

宗
総
本
山　

身
延
山
久
遠
寺

法　
　
　

主　

内 

野 

日 

総

総　
　
　

務　

持 

田 

日 

勇

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七

電　

話　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
九
四

〒
409
｜

2593

日

宗
大
本
山　

池
上
本
門
寺

貫　
　
　

首　

菅 

野 

日 
彰

執　

事　

長　

金 

子 

元 

彦

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
一
―
一

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
二
）
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
二
）
三
三
五
〇

〒
146
｜

8576

法
華
宗（
本
門
流
）大
本
山　

本

寺

貫　
　
　

首　

桃 

井 

日 

英

執　

事　

長　

佐 

藤 

泰 

慎

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

京
都
府
京
都
市
中
京
区
寺
町
通
御
池
下
る

電　

話　

〇
七
五
（
二
三
一
）
五
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
二
一
一
）
二
八
三
八

〒
604
｜

8901

顕
本
法
華
宗
総
本
山　

妙

満

寺

貫　
　
　

首　

山 

本 

日 

惠

総　
　
　

務　

吉 

永 

義 

康

執　
　
　

事　

中 

村 

英 

司

執　
　
　

事　

湯 

原 

正 

純

執　
　
　

事　

土 

持 

悠 

孝

執　
　
　

事　

鹿 

野 

恒 

仁

執　
　
　

事　

足 

立 

幸 

謙

執　
　
　

事　

藤 

本 

慧 

昌

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

法
華
宗（
陣
門
流
）総
本
山　

本

成

寺

貫　
　
　

首　

門 

谷 

日 

悠

執　

事　

長　

平 

井 

良 

光

新
潟
県
三
条
市
西
本
成
寺
一
―
一
―
二
〇

電　

話　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
五
九

〒
955
｜

0845

法
華
宗（
真
門
流
）総
本
山　

本

隆

寺

貫　
　
　

主　

上 

田 

日 

献

執　

事　

長　

永 

岡 

悠 

希

執　
　
　

事　

本 

多 

信 

正

執　

事　

補　

笹 

木 

研 

吾

書　
　
　

記　

矢 

放 

啓 

亮

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

　
　
　

 

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

奉
安 

門
下
最
古
一
尊
四
士
御
本
尊

初
祖
日
朗
尊
聖
人
七
百
御
遠
忌
厳
修

（
平
成
三
十
一
年
）

本
門
法
華
宗
大
本
山　

妙

寺

京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通
大
宮
東
入
妙

寺
前
町
八
七
五

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

貫　
　
　

首　

別 
所 
日 
山

執　

事　

長　

佐 

野 
充 
照

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

本
山
要
法
寺

貫　
　
　

首　

丹 

治 

日 

遠

〒
606
｜

8362

多
寶
富
士
山

日

本

宗京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

本
門
佛
立
宗
本
山　

宥

清

寺

　
　
　
　
　
　

髙 

須 

日 

良

執　

事　

長　

白 

石 

日 

是

事 

務 

局 

長　

栢 

森 

良 

道

京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
―
一

　

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
五
一

〒
602
｜

8336

住　
　
　

職

二
十
六
世
講
有

京
都
八
本
山
会

大　

本　

山　
　

本
圀
寺　

貫
首　

伊 

藤 

日 

慈

大　

本　

山　
　

妙
顕
寺　

貫
首　

及 

川 

日 

周

会
本
・
本
山　
　

本
満
寺　

貫
首　

伊 

丹 

日 

章

本　
　
　

山　
　

立
本
寺　

貫
首　

上 

田 

日 

瑞

本　
　
　

山　
　

妙
傳
寺　

貫
首　
野
々
垣 

日 

祐

本　
　
　

山　
　

頂
妙
寺　

貫
首　

安 

藤 

日 

瑛

本　
　
　

山　
　

本
法
寺　

貫
首　

瀬 

川 

日 

照

本　
　
　

山　
　

妙
覺
寺　

貫
首　

宮 

﨑 

日 

嚴

京  

都　

 

法
華
門
流
懇
話
会

顕
本
法
華
宗　
　
　

総
本
山
妙
満
寺　

貫
首　

山
本
日
惠

法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺　

貫
主　

上
田
日
献

法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
本
能
寺　

貫
首　

桃
井
日
英

本
門
法
華
宗　
　
　

大
本
山
妙
蓮
寺　

貫
首　

別
所
日
山

日

本
宗　
　
　
　

本　

山
要
法
寺　

貫
首　

丹
治
日
遠

本
門
佛
立
宗　
　
　

本　

山
宥
清
寺　

講
有　

髙
須
日
良

法
華
宗
（
陣
門
流
）
本　

山
本
禅
寺　

貫
主　

福
井
日
進

顕
本
法
華
宗　
　
　

本　

山
寂
光
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

日

宗
大
本
山　
　

  

清

澄

寺

千
葉
県
鴨
川
市
清
澄
三
二
二
―
一

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
七

〒
299
｜

5505

別　
　
　

当　

二 
宮 

日 

敬

執　

事　

長　

宮 
崎 
雅 

宣

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

団
参
に
は
是
非
、
研
修
会
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
六
〇
名
様
ま
で
可
。

日

聖
人

の
霊
場

出
家
得
度

立
教
開
宗

誕

生

寺

貫　
　
　

首　

石 

川 

日 

執　

事　

長　

角 

濵 

監 

鏡

千
葉
県
鴨
川
市
小
湊
一
八
三

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
〇
五
五

〒
299
｜

5501

宗
祖
御
降
誕
霊
場

日

宗
大
本
山

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
に
向
か
っ
て
の
祈
り

日

宗
霊
跡
本
山 

比
企
谷　

妙
本
寺

富
士
山
法
華
本
門
寺
根
源

貫　
　
　

首　

旭 　

 

日 

重

参　
　
　

与　

川 

名 

義 

顕

参　
　
　

与　

吉 

田 

日 

綱

参　
　
　

与　

井
野
上 

正 

文

執　

事　

長　

鈴 

木 

春 

雄

〒
418
｜

0112

静
岡
県
富
士
宮
市
北
山
四
九
六
五

電　

話　

〇
五
四
四
（
五
八
）
一
〇
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四
四
（
五
八
）
〇
三
〇
三

日
興
上
人
御
聖
廟

日

宗
大
本
山

日

宗
大
本
山　

中
山
法
華
経
寺

貫　
　
　

首　

新 

井 

日 

湛

参　
　
　

与　

田 

代 

浩 

敬

参　
　
　

与　

植 

田 

観 

樹

参　
　
　

与　

田 

中 

貞 

奨

参　
　
　

与　

松 

本 

慈 

恵

参　
　
　

与　

關 　

 

観 

亮

千
葉
県
市
川
市
中
山
二
―
一
〇
―
一

電　

話　

〇
四
七
（
三
三
四
）
三
四
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
（
三
三
四
）
一
七
九
六

〒
272
｜

0813

堀
之
内
妙
法
寺

山　
　
　

主　

山 

田 

日 

潮

東
京
都
杉
並
区
堀
之
内
三
―
四
八
―
八

電　

話　

〇
三
（
三
三
一
三
）
六
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
三
一
三
）
五
〇
〇
七

〒
166
｜

0013

や
く
よ
け
祖
師

日

宗
本
山

藻

原

寺

貫　
　
　

首　

持 

田 

日 

勇

総　
　
　

務　

増 

田 

寶 

泉

執　
　
　

事　

冨 

永 

一 

道

執　
　
　

事　

中 

川 

貫 

泰

千
葉
県
茂
原
市
茂
原
一
二
〇
一

電　

話　

〇
四
七
五
（
二
二
）
三
一
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五
（
二
二
）
一
一
七
三

〒
297
｜

0026

日

門
下
お
題
目
初
唱
之
霊
場

日

宗
本
山
東
身
延

瑞

輪

寺

貫　
　
　

首　

井 

上 

日 

修

執　

事　

長　

稲 

荷 

泰 

雅

東
京
都
台
東
区
谷
中
四
―
二
―
五

電　

話　

〇
三
（
三
八
二
一
）
四
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
八
二
一
）
七
〇
三
三

〒
110
｜

0001

徳
川
家
康
公
報
恩
創
建

日

宗
由
緒
寺
院

除
厄
安
産
飯
匙
の
祖
師
・
七
面
大
明
神
奉
安

平
成
三
十
三
年
二
月
十
六
日
は

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
を

迎
え
ま
す

〒
248
｜

0007

神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
町
一
―
一
五
―
一

電　

話　

〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
七
（
二
五
）
六
九
六
七

貫　
　
　

首　

鈴 

木 

日 

敬
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昨
年
十
月
十
八
日
（
木
）、
法

華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山 

本
能

寺
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
門
下
連

合
会 

京
都
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

全
門
連
及
び
京
都
門
連
役
職
員
各

聖
、
大
阪
門
下
懇
話
会
理
事
長
の

五
十
六
名
が
参
列
し
た
。

　

午
後
一
時
、
会
場
寺
院
で
あ
る

本
能
寺
の
桃
井
日
英
貫
首
を
導
師

に
仰
ぎ
、
京
門
連
理
事
長 

佐
藤
泰

慎
師
を
含
む
本
能
寺
関
係
者
各
聖

を
式
衆
に
、
参
加
者
一
同
が
本
堂

に
参
列
し
て
法
味
を
言
上
し
た
。

そ
の
後
、
本
能
寺
会
館
へ
移
動
し
、

午
後
二
時
、
桃
井
日
英
貫
首
よ
り

本
能
寺
の
沿
革
に
つ
い
て
ご
講
義

い
た
だ
い
た
。

　

午
後
三
時
、
中
川
法
政
理
事
長

が
座
長
と
な
り
理
事
会
を
開
会
し
、

事
務
局
よ
り
上
半
期
の
事
業
報
告

が
な
さ
れ
、
続
い
て
京
都
門
連
、

大
阪
門
下
懇
話
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

活
動
が
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
、
平
成
三
十
三
年
二
月

十
六
日
に
お
迎
え
す
る
日
蓮
聖
人

御
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業

に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
「
嵐
圭

史
氏 

全
国
朗
読
行
脚
」「
中
国
草

堂
寺
結
集
」
を
中
心
と
し
た
詳
細

な
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
特

に
「
中
国
草
堂
寺
結
集
」
に
つ
い

て
は
幹
事
旅
行
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
担
当
者
か
ら
も
詳
細
な
説
明

が
な
さ
れ
、
事
業
推
進
に
向
け
た

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
御
降
誕
八
〇
〇
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
日
蓮
宗
大
本
山

誕
生
寺 

石
川
泰
道
貫
首
が
来
場

し
、
誕
生
寺
へ
の
参
詣
推
進
の
挨

拶
が
な
さ
れ
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、
京
都
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
へ
移
動
し
、
午
後
四
時

五
十
分
よ
り
懇
親
会
を
開
催
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
出
席
者
同

士
が
親
睦
を
深
め
、
有
意
義
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
。

　

な
お
、
本
年
の
京
都
理
事
会
は

日
蓮
宗
大
本
山
本
圀
寺
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

京
都
理
事
会
開
催
さ
る

年
月
日

氏
　
名

宗
　
派

門
連
役
職

就
任
　
退
任

平
成
三
〇
・
一
〇
・
一

刀
一
晟

荒
居
養
行

日
蓮
宗

幹
事

　
　
　

退
任

就
任

平
成
三
一
・
一
・
一

桃
井
日
英

伊
丹
日
章

京
都
門
下
連
合
会

顧
問

　
　
　

退
任

就
任

平
成
三
一
・
一
・
一

佐
藤
泰
慎

橋
本
一
妙

京
都
門
下
連
合
会

常
任
理
事
　
　
　

退
任

就
任

平
成
三
一
・
一
・
一

橋
本
一
妙

永
岡
悠
希

京
都
門
下
連
合
会

理
事

　
　
　

退
任

就
任

▼
人
事︵
事
務
局
へ
の
連
絡
日
を
含
む
︶

京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

事
業
開
催

　
お
会
式
法
要

　

昨
年
十
月
六
日
、
法
華
宗
（
本

　
　
京
都
理
事
会

　
　
　
　
平
成
三
十
年
十
月
十
八
日

大
阪
日
蓮
聖
人
門
下
懇
話
会

事
業
開
催

門
流
）
大
本
山
本
能
寺
に
於
い
て

宗
祖
御
入
滅
七
三
七
年
お
会
式
法

要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
法
要
に
先

立
ち
午
後
一
時
よ
り
佐
藤
泰
慎
理

事
長
を
先
頭
に
、
京
門
連
役
員
、

門
下
青
年
会
、
檀
信
徒
総
勢
二
十

名
が
出
仕
し
市
中
唱
題
行
脚
を
実

施
し
た
。
本
山
頂
妙
寺
（
日
蓮
宗
）

ま
で
参
拝
し
、
本
能
寺
帰
山
道
中

の
最
終
盤
に
強
い
雨
に
降
ら
れ
た

が
一
同
最
後
ま
で
力
強
く
唱
題
行

脚
を
完
遂
し
た
。
午
後
二
時
三
十

分
よ
り
各
本
山
格
護
の
万
灯
が
飾

ら
れ
た
大
本
堂
で
本
山
妙
覚
寺（
日

蓮
宗
）
貫
首
宮
﨑
日
嚴
猊
下
の
法

話
が
あ
り
大
勢
の
聴
聞
者
が
聞
き

入
っ
た
。
法
話
終
了
後
、
桃
井
日

英
猊
下
大
導
師
、
対
揚
導
師
に
佐

藤
泰
慎
理
事
長
、
脇
導
師
に
橋
本

一
妙
副
理
事
長
、
式
衆
に
山
内
寺

院
が
出
仕
し
、
門
下
本
山
会
各
貫

首
猊
下
、
門
連
役
員
各
聖
御
来
席

の
も
と
宗
祖
報
恩
お
会
式
法
要
を

開
式
し
た
。
荘
厳
な
大
本
堂
に
響

き
渡
る
大
太
鼓
と
お
題
目
で
宗
祖

へ
の
報
恩
を
改
め
て
誓
い
、
お
会

式
法
要
を
終
え
た
。

　
門
下
本
山
会
主
伴
会
開
催

　

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に
一
年

を
締
め
括
る
恒
例
の
主
伴
会
が
京

都
祇
園
の
料
亭
旅
館
畑
中
で
開
催

さ
れ
た
。
主
伴
会
と
は
門
下
本
山

会
加
盟
十
六
本
山
の
貫
首
猊
下
が

総
務
、
執
事
を
伴
い
各
山
の
動
向
、

　
第
二
十
六
回
合
同
御
会
式

　

合
同
御
会
式
が
、
昨
年
十
一
月

十
一
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
日
蓮

宗
妙
光
寺
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

本
門
法
華
宗 

中
村
日
游
師
の
司
会

の
も
と
、
佐
野
貫
順
理
事
長
を
導

師
に
奉
行
さ
れ
、
多
数
の
会
員
教

師
と
檀
信
徒
が
列
席
し
た
。
法
要

後
、
法
華
宗
（
本
門
流
）
本
唱
寺 

三
浦
日
脩
住
職
に
よ
る
「
そ
の
ひ

と
声
が
命
を
か
え
る
」
と
題
し
た

法
話
と
、
旭
堂
南
鱗
師
匠
に
よ
る

講
談
「
日
蓮
聖
人
御
一
代
記
」
が

講
じ
ら
れ
た
。

　
第
二
十
九
回
研
修
会

　

当
会
は
、
毎
年
年
末
に
研
修
会

を
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
は
十
二

月
五
日
に
日
蓮
宗
妙
光
寺
に
於
い

て
、
講
師
に
東
京
大
学
特
任
研
究

員
、
立
正
大
学
講
師 

岡
田
文
弘
師

を
お
招
き
し
、【『
法
華
経
』
の
成

立
～
そ
し
て
、
躍
動
の
展
開
～
】

と
題
し
た
講
演
を
開
催
。
終
了
後
、

同
寺
で
講
師
を
含
め
懇
親
会
を
開

催
し
、
親
し
く
ご
意
見
を
賜
っ
た
。

事
業
報
告
、
意
見
交
換
等
を
行
い
、

各
山
の
相
互
親
睦
を
深
め
る
重
要

な
会
議
で
あ
る
。
昨
年
は
全
国
的

に
地
震
、
台
風
、
水
害
の
自
然
災

害
が
多
発
し
、
京
都
市
内
も
九
月

の
台
風
二
十
一
号
に
よ
り
多
大
な

被
害
が
あ
り
、
各
本
山
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
甚
大
な
被
害
状
況
や
復
興

事
業
の
報
告
が
あ
っ
た
。
昨
年
度

当
番
の
法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本

山
本
能
寺
は
ホ
テ
ル
本
能
寺
新
築

工
事
中
で
あ
っ
た
が
、
今
年
十
月

十
二
日
に
完
成
す
る
と
い
う
喜
ば

し
い
報
告
も
あ
り
、
平
成
最
後
の

主
伴
会
を
閉
会
し
た
。

　
本
山
法
灯
継
承
晋
山
式

　

昨
年
十
月
十
一
日
、
日
蓮
宗
大

本
山
妙
顕
寺
、
本
山
妙
覚
寺
の
両

山
の
法
灯
継
承
晋
山
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
日
蓮
宗
宗
務
総
長
中
川

法
政
猊
下
（
全
門
連
理
事
長
）、
京

都
日
蓮
聖
人
門
下
本
山
、
全
国
有

縁
の
本
山
の
猊
下
、
各
聖
御
来
席

の
も
と
、
午
前
中
は
妙
覚
寺
に
於

い
て
第
八
十
五
世
及
川
日
周
猊
下

よ
り
新
貫
首
第
八
十
六
世
宮
﨑
日

嚴
猊
下
に
法
灯
が
継
承
さ
れ
、
中

川
法
政
宗
務
総
長
よ
り
辞
令
交
付

が
行
わ
れ
た
。
午
後
に
は
妙
顕
寺

に
於
い
て
第
六
十
七
世
三
田
村
日

正
猊
下
よ
り
第
六
十
八
世
及
川
日

周
猊
下
に
法
灯
が
継
承
さ
れ
、
同

じ
く
中
川
法
政
宗
務
総
長
よ
り
辞

令
交
付
が
あ
り
、
両
本
山
同
日
で

の
法
灯
継
承
晋
山
式
を
円
成
し
た
。

夕
刻
よ
り
会
場
を
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル

ト
ン
京
都
に
移
し
て
両
本
山
合
同

で
の
盛
大
で
和
や
か
な
祝
賀
式
を

開
催
し
、
両
本
山
の
弥
栄
な
る
隆

昌
と
新
貫
首
の
更
な
る
活
躍
と
三

田
村
日
正
前
貫
首
の
法
苦
を
労
っ

た
。
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◆
九
月
四
日
〜

五
日
、
宗
内
の

全
教
師
を
対
象
と
し
た
中
央
行
学
講

習
会
が
東
京
新
宿
に
て
開
催
さ
れ

た
。
四
日
は
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を

会
場
と
し
、
開
講
式
の
後
、
講
義
が

行
わ
れ
た
。
第
一
講
義
は
、
嵐
圭
史

氏
に
よ
る
「
日
蓮
様
の
お
心
に
聴
こ

う
」
と
題
し
て
、
講
演
を
頂
い
た
。

ま
た
第
二
講
義
は
立
正
大
学
名
誉
教

授
、
北
川
前
肇
先
生
に
よ
る
「『
立

正
安
国
論
』
に
関
す
る
問
題
」
と
の

講
題
で
お
話
を
頂
い
た
。
五
日
は
、

宗
学
研
究
所
第
十
回
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
発
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
成
果
を
報
告
し
た
。

◆
十
一
月
七
日
、
布
教
研
究
所
所
報

編
集
会
議
が
宗
務
院
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

◆
十
一
月
三
十
日
、
宗
学
研
究
所
所

員
会
が
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

◆
十
一
月
三
十
日
、
学
林
教
授
会
が

宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
四
日
〜
五
日
、
宗
務
院
に

お
い
て
新
住
職
・
学
生
・
沙
弥
合
同

研
修
会
が
開
講
さ
れ
た
。
教
学
だ
け

で
な
く
、
講
師
の
体
験
を
交
え
た
布

教
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
の
講
義
を

受
け
、
新
住
職
は
法
話
実
修
な
ど
を

行
い
研
鑽
に
励
ん
だ
。（

佐
古
弘
純
）

◆
九
月
二
日
、

丹
波
市
ゆ
め
タ

ウ
ン
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
第
三
教
区
宗
務
所
主
催
、
第

五
七
回
佛
教
大
講
演
会
開
催
。

◆
九
月
五
日
、
熊
本
本
妙
寺
（
日
蓮

宗
）
に
於
い
て
法
華
宗
真
門
流
青
年

会
主
催
、熊
本
地
震
慰
霊
法
要
勤
修
。

◆
九
月
三
十
日
、
福
井
県
鯖
江
市
の

本
山
平
等
会
寺
に
於
い
て
「
眼
鏡
感

謝
供
養
」
開
催
。

◆
十
月
五
日
〜
十
四
日
、
総
本
山
本

隆
寺
に
於
い
て
、
秋
季
学
林
開
講
。

◆
十
月
十
二
〜
十
三
日
、
総
本
山
本

隆
寺
に
於
い
て
、お
会
式
法
要
奉
修
。

御
会
式
法
要
、
戦
没
者
追
悼
平
和
祈

願
法
要
の
他
、新
説
式
（
初
転
法
輪
）

挙
行
。

◆
十
月
十
二
日
、
京
都
市
内
に
於
い

て
法
華
宗
真
門
流
青
年
会
主
催
の
唱

題
行
脚
開
催
。

◆
十
一
月
十
〜
十
一
日
、
総
本
山
本

隆
寺
に
於
い
て
、
東
山
未
生
流
い
け

ば
な
展
開
催
。

◆
十
二
月
五
日
〜
六
日
、「
平
成

三
十
年
度
定
期
宗
会
」
開
催
。

◆
一
月
一
日
〜
八
日
、
総
本
山
本
隆

寺
に
於
い
て
、
年
頭
国
祷
会
・
法
華

八
講
開
催
。

（
森
田
量
哲
）

◆
十
月
十
二

日
、
大
本
山
妙

蓮
寺
（
別
所
日
山
貫
首
）
に
於
い
て
、

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
会
式
法
要
を
奉

修
。

◆
十
一
月
十
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺

に
於
い
て
御
開
山
日
像
菩
薩
御
報
恩

法
要
並
び
に
三
師
会
・
歴
代
上
人
法

要
を
奉
修
。

◆
本
門
法
華
宗
学
院
（
渡
辺
日
恩
学

院
長
）
第
百
六
十
六
回
教
学
講
習
会

を
八
月
三
十
日
〜
三
十
一
日
、
第

百
六
十
七
回
同
講
習
会
を
十
一
月

二
十
九
〜
三
十
日
、
卯
木
講
堂
に
て

開
講
。

◆
布
教
誌
『
生
き
る
』
第
七
十
一
号
、

信
報
『
信
行
』
第
百
九
十
号
を
一
月

一
日
に
発
行
。

（
吉
村
光
敬
）

◆
九
月
一
日
、

月
旦
大
国
祷
。

三
日
、日
蓮
宗
管
長
就
任
祝
賀
会（
菅

野
日
影
猊
下
・
於
、
帝
国
ホ
テ
ル
）

に
賽
主
先
生
・
森
山
真
治
理
事
出
席
。

十
一
日
、
門
連
常
任
理
事
会
（
於
、

日
蓮
宗
宗
務
院
）
に
森
山
真
治
常
任

理
事
出
席
。
十
二
日
、
日
蓮
聖
人
龍

口
法
難
会
慶
讃
法
要
。
御
聖
日
講
話

担
当
、
森
山
真
治
講
師
。
法
華
経
講

習
会
担
当
、
藤
本
坦
孝
講
師
。
十
三

日
、
門
連
機
関
紙
編
集
委
員
会
並
び

に
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
百
年
慶
讃
事

業
実
行
委
員
会
《
於
、
法
華
宗
（
本

門
流
）
大
本
山
本
興
寺
（
尼
崎
市
）》

に
森
山
真
治
編
集
委
員
出
席
。
十
六

日
、
中
央
連
合
協
議
会
申
孝
園
清
掃

奉
仕
。
十
七
日
、
恩
師
忌
。
賽
主
先

生
以
下
本
部
員
常
勤
給
仕
。
二
十
二

日
、
妙
宗
大
霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給

仕
、
翌
日
ま
で
開
催
。
二
十
三
日
、

妙
宗
大
霊
廟
秋
季
彼
岸
大
供
養
会
。

二
十
六
日
、（「
明
治
の
日
」
制
定
陳

情
（
於
、
衆
参
議
員
会
館
）
に
賽
主

先
生
御
出
向
。
随
行
、
森
山
真
治
実

行
委
員
。
二
十
九
日
、
国
柱
会
九
州

地
方
連
合
局
婦
人
部
大
会
（
於
、
福

岡
県
柳
川
市
）
に
賽
主
先
生
・
駒
木

紫
野
・
的
場
春
奈
職
員
出
向
。
三
十

日
ま
で
。

◆
十
月
一
日
、月
旦
大
国
祷
。
五
日
、

明
治
の
日
実
行
委
員
会
（
於
、
衆
議

院
第
二
議
員
会
館
）
に
森
山
真
治
実

行
委
員
出
席
。
十
日
、
日
蓮
聖
人
佐

渡
法
難
会
慶
讃
法
要
。
御
聖
日
講
話

担
当
、
森
山
真
治
講
師
。
法
華
経
講

習
会
担
当
、
藤
本
坦
孝
講
師
。
十
二

日
、
池
上
大
坊
本
行
寺
参
拝
並
び
に

池
上
本
門
寺
屋
外
宣
伝
に
中
央
有
志

参
加
。
本
部
に
て
日
蓮
聖
人
御
逮
夜

法
要
厳
修
。
十
三
日
、
日
蓮
聖
人
鶴

林
会
報
恩
大
法
要
。
御
聖
日
講
話
担

当
、
田
中
い
く
子
講
師
。
法
華
経
講

習
会
担
当
、
藤
本
坦
孝
講
師
。
十
七

日
、
恩
師
忌
。
賽
主
先
生
以
下
本
部

員
霊
廟
常
勤
給
仕
。
十
八
日
、
門
連

京
都
理
事
会
《
於
、
法
華
宗
（
本
門

流
）
大
本
山
本
能
寺
》
に
賽
主
先
生
・

森
山
真
治
常
任
理
事
出
席
。
随
行
、

的
場
春
奈
機
関
紙
編
集
委
員
。
二
十

日
、
妙
宗
大
霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給

仕
、
翌
日
ま
で
開
催
。
二
十
一
日
、

妙
宗
大
霊
廟
例
月
供
養
会
。
二
十
七

日
、
第
五
十
四
回
身
延
大
祖
廟
輪
番

給
仕
国
柱
会
奉
仕
団
。
二
十
八
日
ま

で
開
催
。
二
十
九
日
、
明
治
の
日
を

実
現
す
る
た
め
の
議
員
連
盟
支
援
集

会
（
於
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
）

に
賽
主
先
生
以
下
中
央
同
志
出
席
。

（
森
山
真
治
）

平
成
三
十
一
年

度
行
事
予
定

◆
一
月
二
十
五
日
（
金
）
新
年
理
事

会
（
レ
ス
ト
ラ
ン
菊
水
）
今
年
度
会

長
伊
丹
日
章
猊
下
、
副
会
長
上
田
日

献
猊
下
、
理
事
長
橋
本
一
妙
師
、
副

理
事
長
永
岡
悠
希
師
。

◆
二
月
十
六
日
（
金
）
総
会
・
御
降

誕
会
（
日
蓮
宗
大
本
山
妙
顕
寺
）
導

師
妙
顕
寺
貫
首
及
川
日
周
猊
下
、
講

師
本
隆
寺
貫
首
上
田
日
献
猊
下
。

◆
三
月
九
日
（
土
）
理
事
会
（
日
蓮

宗
宗
務
所
）
立
教
開
宗
会
の
件
。

◆
四
月
二
十
六
日
（
金
）
立
教
開
宗

会
（
比
叡
山
横
川
定
光
院
）
導
師
伊

丹
日
章
猊
下
、
講
師
法
華
宗
（
真
門

流
）
布
教
師
、
観
光
東
福
寺
。

◆
六
月
初
旬
予
定　

理
事
会
（
日
蓮

宗
宗
務
所
）
第
五
十
五
回
夏
季
大
学

の
件
。

◆
六
月
中
旬
予
定　

門
下
本
山
会
主

伴
会　

当
番
法
華
宗
（
真
門
流
）
総

本
山
本
隆
寺
。

◆
六
月
頃
予
定　

全
門
身
延
理
事
会

（
身
延
山
久
遠
寺
）
会
長
、
理
事
長

等
出
席
。

◆
八
月
三
十
一
日
（
土
）
第
五
十
五

回
夏
季
大
学
（
本
能
寺
文
化
会
館
）

講
師
伊
丹
日
章
猊
下
（
本
山
本
満
寺

貫
首
）
そ
の
他
講
師
未
定
。

◆
同
日　

理
事
会
（
本
能
寺
文
化
会

館
）
御
会
式
の
件
。

◆
十
月
五
日
（
土
）
御
会
式
（
日
蓮

宗
本
山
本
満
寺
）
導
師
伊
丹
日
章
猊

下
、
講
師
法
華
門
流
本
山
貫
首
。

◆
十
月
下
旬
予
定　

全
門
京
都
理
事

会
（
日
蓮
宗
大
本
山
本
圀
寺
）。

◆
十
二
月
中
旬
予
定　

理
事
会
（
日

蓮
宗
宗
務
所
）
行
事
報
告
、
会
計
報

告
の
件
。

◆
十
二
月
二
十
二
日
（
日
）
門
下
本

山
会
主
伴
会　

当
番
日
蓮
宗
本
山
本

満
寺
。

（
永
岡
龍
明
）

◆
総
本
山
身
延

山
久
遠
寺
の
古

式
豊
か
な
「
御
年
頭
会
」
が
一
月

十
三
日
に
行
わ
れ
、
六
老
門
跡
寺
院

貫
首
を
は
じ
め
宗
務
内
局
、
僧
侶
や

檀
信
徒
が
参
列
し
、
祖
師
堂
で
年
頭

会
法
要
を
奉
行
。
法
要
後
に
は
境
内

で
「
曳
馬
式
」
が
行
わ
れ
た
。

◆
立
正
大
学
硬
式
野
球
部
は
昨
年

十
一
月
十
四
日
、
第
四
十
九
回
明
治

神
宮
野
球
大
会
決
勝
戦
で
環
太
平
洋

大
学
を
六
対
四
で
勝
利
し
、
見
事
に

優
勝
を
果
た
し
た
。
九
年
ぶ
り
二
度

目
の｢

日
本
一｣

。

（
大
澤
宏
明
）

◆
平
成
三
十
年

十
一
月
十
七
〜

十
八
日
、
法
華
宗
連
絡
協
議
会
「
統

合
学
院
（
後
期
）」
講
座
開
催
（
法

華
宗
宗
務
院
）。
講
師
は
興
隆
学
林

専
門
学
校
学
監
、
枚
方
市
大
隆
寺
住

職　

株
橋
祐
史
上
人
。
学
生
受
講
生

十
名
、
当
宗
受
講
生
二
十
三
名
。

◆
平
成
三
十
一
年
一
月
十
三
日
、
大

本
山
鷲
山
寺
初
登
山
会
・
新
本
堂
地

鎮
起
工
式
。
完
成
は
新
元
号
二
年

十
一
月
予
定
。
六
十
六
年
ぶ
り
に
山

頂
へ
本
堂
が
再
建
さ
れ
る
。

◆
三
月
一
日
、
興
隆
学
林
専
門
学
校

の
平
成
三
十
年
度
卒
業
式
が
行
わ
れ

る
。
行
学
二
道
に
励
ん
だ
学
林
で
の

経
験
を
糧
に
、
卒
業
生
は
新
た
な
布

教
の
第
一
線
に
立
つ
。
当
校
は
他
門

流
・
一
般
信
徒
の
入
学
生
も
受
け
入

れ
、
現
在
通
学
中
。
平
成
三
十
一
年

度
の
新
入
生
を
募
集
中
（
※
）。

◆
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
犠

牲
者
慰
霊
・
復
興
祈
願
法
要
（
多
賀

城
市
「
七
ヶ
浜
町
公
園
墓
地
内
慰
霊

碑
・
供
養
塔
前
」）
奉
修
。

◆
三
月
十
三
日
、
第
三
十
二
回
法
華

宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
）。
本
年
も
研
究
発
表

の
ほ
か
、
桂
林
学
術
賞
の
記
念
講
演

（
三
浦
和
浩
師
）
と
特
別
講
演
（
花

野
充
道
先
生
・
中
川
元
也
先
生
）
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
一
般
聴
講
可

（
※
）。

◆
四
月
十
日
、
興
隆
学
林
専
門
学
校

入
学
式
。

◆
四
月
十
一
日
、
戦
没
者
慰
霊
法
要

（
千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
）。

※
聴
講
希
望
、
学
林
へ
の
入
学
希
望

等
問
い
合
わ
せ
は
宗
務
院（03-5614-

3055

）
ま
で
。

（
後
藤
妙
扇
）

◆
十
月
四
日
・

五
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
京
都
・
総
本
山
妙
満
寺

に
お
い
て
全
国
布
教
師
研
修
会
並
び

に
布
教
師
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

四
日
の
研
修
会
で
は
、
布
教
総
監
・

河
村
日
斌
猊
下
（
京
都
・
寂
光
寺
加

歴
）
を
講
師
に
迎
え
、「
ガ
ン
ダ
ー

ラ
遺
跡
新
発
見
の
思
い
出
」
と
題
す

る
講
義
と
大
川
定
信
師
（
京
都
・
寂

光
寺
住
職
）
を
迎
え
、「
寺
町
二
条

時
代
の
妙
満
寺
・
岩
倉
遷
堂
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
義
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
た
。
五
日
の
総
会
後
に
、
今
回

の
講
師
で
も
あ
る
大
川
定
信
住
職
寂

光
寺
（
京
都
）
を
参
拝
し
た
。

◆
十
月
十
二
日
、
総
本
山
妙
満
寺
に

お
い
て
初
め
て
本
宗
寺
院
の
住
職
に

任
命
さ
れ
た
僧
員
の
奉
誓
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。
本
年
は
、
妙
照
寺
・
正

法
寺
・
最
光
寺
（
千
葉
県
大
網
白
里

市
）
住
職
・
島
田
誠
浄
師
、
正
行
院

（
京
都
総
本
山
妙
満
寺
塔
頭
）
住
職
・

藤
本
慧
昌
師
、
妙
善
寺
（
兵
庫
県
姫

路
市
）
住
職
・
田
久
保
修
心
師
の
三

名
が
参
列
し
、
御
宝
前
に
お
い
て
誓

願
さ
れ
た

◆
十
月
三
十
日
、
千
葉
県
千
葉
市
・

本
行
寺
（
住
職
・
朝
倉
俊
泰
師
）
に

お
い
て
東
部
教
区
布
教
講
習
会
が
開

催
さ
れ
た
。
特
命
布
教
師
川
崎
英
真

師
（
千
葉
・
龍
教
寺
）
を
講
師
に
迎

え
、「
宮
谷
檀
林
寮
の
展
開
と
統
制
」

〜
今
後
を
考
え
る
〜
と
題
す
る
講
義

が
行
わ
れ
た
。

◆
十
一
月
六
日
、
総
本
山
妙
満
寺
に

お
い
て
西
部
教
区
布
教
講
習
会
が
開

催
さ
れ
た
。
特
命
布
教
師
吉
本
栄
昶

師
（
茨
城
・
長
照
寺
）
を
講
師
に
迎

え
、「
各
宗
派
各
寺
院
の
布
教
」
〜

布
教
部
組
織
と
そ
の
実
態
〜
と
題
す

る
講
義
が
行
わ
れ
た
。（

橘　

無
限
）

日
　
　
　
宗

顕
本
法
華
宗

本
門
法
華
宗

国

柱

会

京
都
門
下
連
合
会

法
華
宗︵
本
門
流
︶

法
華
宗︵
陣
門
流
︶

法
華
宗︵
真
門
流
︶

　
日

聖
人
門
下
連
合
会

●
目
的

本
会
は
日

聖
人
の
理
想
を
実
現
す
る
た

め
、
祖
廟
を
中
心
と
し
て
門
下
各
派
及
び

教
団
並
び
に
地
方
門
下
連
合
会
の
連
絡
、

協
力
、
団
結
を
教
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

●
事
業

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

左
の
事
業
を
行
う
。

１
、
祖
廟
護
持
の
組
織
強
化

２
、
教
育
事
業
の
提
携

３
、
布
教
の
連
合
強
化

４
、
懇
談
会
・
研
究
会
・
講
演
会
等
の

　
　

開
催

５
、
各
種
出
版
物
の
刊
行

６
、
海
外
布
教
の
提
携
及
び
交
流

７
、
対
外
的
な
各
種
の
運
動

８
、
そ
の
他

●
加
盟
団
体

日

宗　
　
　

法
華
宗（
本
門
流
）

顕
本
法
華
宗　
　
　

法
華
宗（
陣
門
流
）

本
門
佛
立
宗　
　
　

日

本

宗

法
華
宗（
真
門
流
）　
　
　

本
門
法
華
宗

国

柱

会　
　
　

日
本
山
妙
法
寺

京
都
門
下
連
合
会


